
たまむらぎかいだより vol.102　令和５年６月定例会号 18たまむらぎかいだより vol.102　2023.7.18発行19

所管事務調査日：令和５年６月６日
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「
町
全
体
の
魅
力
発
信
に
」

　
ふ
る
さ
と
納
税 

今
後
の
カ
ギ
は

研究テーマ：ふるさと納税の現状と今後

人気のイチゴ「やよいひめ」や上州牛のサーロインステーキなど、
返礼品は約80品以上。寄附額の伸びも好調だ。令和５年４月には
企業版ふるさと納税寄附金を活用してフードバンクたまむらに米倉
庫等を設置した（左下）。
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４
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６
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万
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超

　
個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
奨
励
事
業
は
、
自
分
が

選
ん
だ
「
応
援
し
た
い
自
治
体
」
に
寄
附
（
ふ
る

さ
と
納
税
）
を
行
っ
た
場
合
に
、
寄
附
額
の
う
ち

２
０
０
０
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
所
得
税

と
住
民
税
か
ら
原
則
と
し
て
全
額
が
控
除
さ
れ
る

制
度
（
一
定
の
上
限
あ
り
）
だ
。

　
平
成
20
年
度
の
ス
タ
ー
ト
当
初
は
低
迷
し
た
が
、

魅
力
あ
る
返
礼
品
の
充
実
と
と
も
に
、
平
成
27
年

度
に
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制

度
」
が
創
設
。
大
幅
に
寄
附
件
数
・
寄
附
金
額

が
増
加
し
、
令
和
４
年
度
は
１
億
６
９
３
０
万
円

（
１
万
１
１
７
８
件
）
の
寄
附
額
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
奨
励
事
業
は
、

企
業
が
自
治
体
の
地
方
創
生
の
取
組
に
対
し
て
寄

附
を
行
っ
た
場
合
に
、
法
人
関
係
税
か
ら
最
大
９

割
の
税
額
控
除
（
令
和
６
年
度
末
ま
で
の
特
例
）

が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
で
、
玉
村
町
外
に
本
社
を

置
く
企
業
が
対
象
。
企
業
と
し
て
地
域
振
興
や
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
な
ど
、
社
会
貢
献
が
で
き
る
ほ
か
、

法
人
税
の
高
い
軽
減
効
果
を
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
町
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
返
礼
品

を
伴
わ
ず
、
寄
附
を
受
け
ら
れ
る
点
だ
。

　
令
和
４
年
12
月
中
頃
か
ら
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
で
は
２
件
の
寄
附
が
あ
り
、
１
１
０
万
円

を
受
け
入
れ
て
い
る
。
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関
わ
り
・
Ｐ
Ｒ
」

　
個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
町
の
魅
力
の
情
報

発
信
と
し
て
も
宣
伝
効
果
が
あ
り
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
契
機
と
し
た
関
わ
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、

交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
増
加
、
ひ
い
て
は
将
来

の
移
住
定
住
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
魅
力
あ
る
商
品
の
開
拓
に
よ
り
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
推
進
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、

リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
、
一
度
寄
附
を
し
て
く
れ
た
応

援
者
に
継
続
的
に
寄
附
を
し
て
も
ら
う
よ
う
な
関

係
性
を
築
く
取
組
に
つ
い
て
も
強
く
望
む
も
の
で

あ
る
。

　
一
方
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
返
礼
品

を
伴
う
こ
と
な
く
大
変
有
利
な
制
度
で
あ
る
た
め
、

町
の
政
策
実
現
に
向
け
て
、
企
業
へ
の
積
極
的
な

シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
し
て
、
さ
ら

な
る
寄
附
応
援
者
の
獲
得
に
つ
な
が
る
よ
う
努
力

す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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「
暮
ら
す
な
ら
、こ玉

村
町こ
が
い
い
。」

　
社
協
×
町
の
強
い
連
携
が
重
要

研究テーマ：玉村町社会福祉協議会の実施事業

誰もがその人らしく暮らせる福祉社会を目指す玉村町社協（右上）。
老人福祉センターでは、カメラに向かい元気にＶサインする利用者の
姿も。みんなで楽しく過ごす様子がうかがえる（左）。地域活動支援セ
ンターたんぽぽでは、個々に応じた創作的活動や散歩等を行う（右下）。

玉村町社会
福祉協議会
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は
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も

コ
ロ
ナ
禍
で
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も

　
「
社
会
福
祉
法
人 

玉
村
町
社
会
福
祉
協
議
会
」

は
昭
和
51
年
12
月
に
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
、
現

在
は
下
新
田
区
の
ま
ち
な
か
交
流
館
内
に
事
務
局

を
設
置
。
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
で
は
「
町
民

が
寄
り
添
い
、
支
え
あ
う
町
づ
く
り
の
実
現
」
を

理
念
と
し
て
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
、
改
め
て
、
制
度
の

狭は
ざ
ま間

の
問
題
を
含
め
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
か

つ
迅
速
に
対
応
し
、
地
域
住
民
や
関
係
者
と
と
も

に
、
社
会
資
源
の
開
発
や
さ
さ
え
あ
い
の
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
」
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
運
営
。

ま
ち
な
か
交
流
館
を
は
じ
め
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ば
ら
・
た
ん
ぽ

ぽ
を
主
な
活
動
拠
点
と
し
て
い
る
。

町
は
社
協
独
自
事
業
の
発
展

町
は
社
協
独
自
事
業
の
発
展

と
育
成
指
導
に
も
注
力
を

と
育
成
指
導
に
も
注
力
を

　　
「
暮
ら
す
な
ら
、
こ
こ
が
い
い
。」
を
目
指
す
玉

村
町
に
と
っ
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
事
業

は
極
め
て
重
要
な
地
域
福
祉
を
担
う
事
業
で
あ
る
。

令
和
５
年
度
に
は
、
玉
村
町
か
ら
補
助
金
、
委
託

料
等
と
し
て
総
額
で
約
１
億
４
５
０
０
万
円
を
予

算
計
上
。
事
業
が
適
切
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
、

町
と
し
て
し
っ
か
り
把
握
す
る
と
と
も
に
、
社
会

福
祉
協
議
会
独
自
の
事
業
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

な
ど
、
自
立
に
向
け
て
の
努
力
を
促
し
、
育
成
指

導
に
も
注
力
し
て
ほ
し
い
。

　
さ
ら
に
、
地
域
の
福
祉
を
共
同
で
担
う
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、
町
と
社
協
が
さ
ら
に
強
い
協
力
関

係
を
築
き
、
定
期
的
な
協
議
や
連
携
を
行
い
な
が

ら
、
目
標
達
成
に
向
け
て
着
実
な
事
業
実
施
に
取

り
組
む
こ
と
を
望
む
。

視視点点
議会の議会の

>>

社
会
福
祉
協
議
会

　
社
会
福
祉
活
動
の
推
進

を
目
的
と
し
た
営
利
を
目

的
と
し
な
い
社
会
福
祉
法

人
で
、全
国
全
ての
自
治
体

に
組
織
さ
れ
ている
。
地
域

住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィア
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、
社

会
福
祉
法
人・
福
祉
施

設
、
関
係
機
関
等
と
と
も

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

地
域
福
祉
活
動
等
を
通
じ

て
、誰
も
が
社
会
か
ら
孤
立

せ
ず
、い
きい
き
と
安
心
し

て
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せる

「
と
も
に
生
き
る
豊
か
な
地

域
社
会
」
の
実
現
を
目
指

し
た
様
々
な
活
動
を
行って

い
る
。
各
種
福
祉
サ
ー
ビス

や
相
談
活
動
、シ
ル
バー
人

材
セン
タ
ーの
運
営
、
ボ
ラ

ン
テ
ィア
や
住
民
活
動
の
支

援
、共
同
募
金
運
動への
協

力
な
ど
、
全
国
的
な
取
組

か
ら
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

活
動
ま
で
、様々
な
場
面
で

地
域
の
福
祉
増
進
に
取
り

組
ん
でいる
。


